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全国の赤血球の在庫状況（平成21年度）  

金  RCCLR十照射RCCLR■（換算数）       上段：RCCLRl  上段：IR－RCCLRl   

ブロック名  中段：実在庫下段：過不足数・対過不足率  中段：RCCLR2  中段：IR一尺CCLR2  

過不足率   下段：RCCLR（換算数）  下段：照射RCCLR（換算数）  

適正在庫数   A   ○   B  AB  計  0  B  AB  計  A  （⊃  B  AB  計   
北海道ブロック  1．570  1．370  1，010  550  4，500   19  芦6  6  8  

119％  54   

4，500   82  113  379  853  蓬   
107％   106％   138％   

宮 城ブロック   1．710  1．530  1，040  500  4．780   2  4  2  9  

53   

4，780   307  660  221  

118X   143％   121％   
130％   28   13   10    ・′ま、≦毒′有言右蛋、・  

東 京ブロック  6，890  207  200  146  103  656  831  588  478  257  2．154   

慧離二′ツ   
18．810   5．906  、ノ、て閣琵  琵琶  ‾紀柁醤だ近 i∽．＿℃  蕪…妻二・・′一●  ≧′；：  璧望鼠  髄  鎧′・≒一・  －・，   

186％   

愛 知ブロック  3，490  24  

配色萄鮭  
9，055   2．896  帯●  遮揺・  禦翌笠  璧覧  ご一三・′J・・  篭・ 

183％   

大 阪ブロック  4，160  27  26  30   15  98  236  176  156  90  658   

224  1．171  2．678  2．013  1．784  874  7．349  

10，880   2．247  
154％   

轟離没頭   

岡 山t7ロック  2．299  2   3   2   3  10  137  117  132  78  464   

58   

5，900   1，642  990  

171％   158％   
汀㌻■肯ハー刈■∴   

福 岡ブロック   2，877   2，162  4  5  5  15  

架設進運二   66   439   

7，240   672  

126％   131％  251％  222％  ＊＊  
120   138   115   

合計  284  286  210  147  g27  2．102  l．604  1．31l  704  5．721  
160％                       ●＝  ・● …●  激滋  ● ●  箪垂触   3．158  

61，165   13，856  
160％   

萱－…≧義孝挙・章・誓   

（別紙3）  

※全血製剤の供給は少量のため、グラフ上に表示されません。   
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年度別赤血球在庫の推移（全国集計）  
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別紙5  
平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  脚  

体的対策（畢旨冬  掛こ≡≡孝   平成22年度目環（数値ト  

ティーンズドナー献血キャンペーン  全道の中学生から20代の若年層   協力者数 2，000名以上   

2   サタデー・テーリング  小学生、特に高学年に献血の重要性を啓蒙する  時期 4月～9月まで参加者 2．500名以上   

3   サマー献血キャンペーン  10～20代を中心とした若者   全道 800名 以上   

4   施設見学や総合的な学習等の受入  学年（小ヰ・高・短大・大学）幅広く啓発を図る  参加者 300名以上   

5   血小破成分献血協力団体への研修会  大学サークルを主として団体献血（複数人教材血者）の   協力者数3，000名以上   
継綴的な協力体lを講稟する  

（∋献血協賛企業推進対策  

具体的対東（頑骨釦 対㍉涛ト 平戌22年鹿自凛（薮値） 

1  新規献血車某所の開拓・確保  
献血実施していない事業所や献血会場周辺企業        現在、事業所が減少している状況Ⅵまあるが  
室／n改善ま宙h  目  棲10～15社  

2  待機型企業・団体の確保  
槙縮小の為、献血協力 の状況で献血できない    できなくなうた企業・団体。名主車ス 事業所 

．年一回乗施事業所への要  

3  事業所・団体等の研修会実施  献血の重要性と400mL・成分献血の啓発、強化        道内各センター100社  

4  成分献血協力団休・企業の啓発  待機型企業・団体および少人数の企業・団体        現状 30社  目標 40社   

③複数回献血者確保対策  

異体鱒辣軍（項目革）  車成22年鹿白線（数値） 

1  ハガキ・電話要請の強化  前回採申から期間が開いている献血者  
400mL・血小板成分献血者応諾者赦（実協力者数）3．000  
名以上   

2  複数回献血クラブの運営  複数回献血者会員ヘメ←ルによる啓蒙  年度会員 3．000名   

3  献血処遇晶の変更  献血者のニーズに合わせた処遇・一年間で2回の品物 雷    新たに1，500名以上の複数回献血者を確保  

4  献血フォーラムの実施 複数回献血者牟員への啓蒙  参加動員 250名   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  青森県未＋辛血液センター  

具体的鱒畢（噴自名）   対象   平成22年度目標（数値）   

ロ  はがきtメールによる献血依頬   18～29歳の400mL献血可能者  献血者数17．000人以上   

2  セミナー開催   短大・大学生   6回開催 参加100人以上   

成人式会場においてチラシを配布し、新  会場においてチラシの配布1．500枚   
3   規及び若年層の確保   

4  学校献血において学生ボランティアの呼   大学生   1．300人以上の献血者確保   
ぴかけ  

②献血協賛企業推進対策   

具体的対森（項目義）   亘∴二象‥∴   平成22年度目標（数値）   

口  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾数（実協力者）1．100人以上   

2  はがきによる献血依頼   前回採血から一定期間未献血者  応諾数（実協力者）3，000人以上   

3  チラシによる複数回クラブ会員募集   ルームリ〈スにきた方   会員総数4．600人以上   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応    じ様式を追加）   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  岩手県赤十字血液センター  

具休的対策（海自峯）   称象   平成22年度目標（数値）   

ロ  高校生への普及啓発   高校生（主に高校3年生）   協力者数2．900人以上   

2  大学・専門学校での献血実施   短大・大学・専門学校   協力者数4．200人以上  

3  親と子の血液センター見学会   小学生と保護者   参加者数350人以上   

4  セミナー開催   高校生・短大生・大学生・専門学校生  2回以上開催、参加者数200人以上   

（∋献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

三溝体軽率寮碑纏） 対‘十 平嘩孝享年車日割怒碗 

u  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾音数（実協力者数）500人以上   

2  はがきによる献血依頼   前回・前々回の坪血場所で協力いただ  
l，＼つL   

3  封書による献血依頼   全血・成分献血登録者   応諾音数（実協力者数）2、500人以上   

メ⊥ルによる情報配信   複数回献血クラブ会員   複数回献血クラブ会員1，700人以上  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的捨置   

①若年層献血者確保対策  宮城県東十年血液センター  

車体担村剰喚声皐） 対≧＝象 昭2鱒（醒埠） 

口  はがき   こよ阜献血のお礼状送付  16～29歳の献血初回者  献血再来者数200人以上   

2  lょがき   こよる400mし献血依頼  18～29歳の400mL献血可能者  献血再来者数150人以上   

3  献血実 増やす   績の高い大学、専門学校への配車を     大学生、専門学校生  
2回開催 延献血者数100人   

4  新規献血者紹介強化（4～6月）  大学生、専門学校延べ25校  25回開催■献血者数250人   

②献血協賛企業推進対策   

（∋複数回献血者確保対策  

演題㊥村酌湊宮軒 乳∴二ニー針 ヰ戌22年卑自：療（顛値） 

ロ  メールlこよる献血要請   複数回献血クラブ会員   献血応諾率10％以上 

2  はがきによる献血要請   前回採血から一定期間未献血者   応諾音数（実協力者数）7，000人以上   

3  封書による複数回会員登録依頼   献血依頼対象者    、ノ   会員登録者数 8．000人以上   

4  献血会場での複数回献血クラブ会早   全献血者   会員登録者数 8．000人以上   
登録強化  
④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

唯   具体的申衰（痩自勧 対象   ヰ成22年度目梼（数値）   

口  休日の街頭献血を増やす  宮城県全体の献血者  配車割合33．5％   

2  休日に実施可能な事業所の開拓  県内各企業  3事業所   

3  はがきによる会員登録の案内  献血依稜対象者  総会員登録者数 8，000人以上   

4  メールによる成分献血予約の案内  複数回献血クラブ会員  成分献血予約 1，200人以上   

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  秋田県禾十字血液センター  

車体的対策（額亘皐）  対革 2年度目鱒（数値）  

献血講話  高校や大学   5校  

ハガキによる献血依頬  16才から29才を対象に400献血成分献血の依板  2万枚  

キャンペーンの実施  16才から29才を対象のキャンペーン   6回   

②献血協賛企業推進対策   

早体的革帯（項目名） 対≡三象   平厚軍2年卑目琴（鱒嘩） 

はがきでの献血依頼  年間一回の献血協力者に対し依棟  

オリジナルパンフレットの作成  情報誌「ビエノ」の作成  1万5千部  

メールによる献血依頼  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  山形県赤十字血液センター  

具体的対策（項目名）   対象   平鹿22年度自療（数値）   

口  出前講座の実施   小ヰ・高・大・各学校生   12回   

2  高校献血の実施   県内の高校生   50校   

3  施設見学   小学生・高校生   各1回（宮城センター見学）   

4  東北フロック学生キャンペーン実施   若年層一般   3回   

②献血協賛企業推進対策   

No 具体的対策（痕目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

口  広報紙（市・町報紙）での新規協力団体募集  小規模（100人以下）の事業所  新規団体5団体   

2  ライオンズクラブ内会員の新規事業所勧 妻呑  小規模（100人以下）の事業所  新規団体5団体   

3  訪問による新規団体勧誘   献血未実施事業所   新規団体5団体   

③複数回献血者確保対策   

④その他の具体的対策  （①～③以外の独自の対策  を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

恥 具体鱒対奉（東国名） 対 象   平鱒22年度目鱒（鱒嘩） 

ロ  行政窓口担当者の研修   市町村担当者   全管内実施   

2  渉外活動の強化   献血実施団体及び近隣事業所  全献血実施場所   

3  街頭・住民献血への葉書依頼   400献血対象者   18000通／年   

4  街頭・住民献血へのメール依桓   400献血対象者   18000通／年   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  福島県泰＋字血液センター  

具体的対策（項自各） 対∵象  平成22年度目環（数値）   

l  青少年献血ふれあい事業開催   小、中、高校生   年3回以上実施100人以上   

2  若年者献血セミナー開催 高校、大学、専門学校生   5回開催参加者300以上   

学生ボランティアと連携したイベント献血の  8月・12月に実施、1稼働50人以上   
3   実施（サマー献血、クリスマス献血等）   
4  大学献血への増車   大学生   毎月1回の配車、1稼働50人以上   

（∋献血協賛企業推進対策  

事体的対策（項目名） 主；二：濠 平戌22年度目樗（致噂）   

ロ  新規献血協力企業の確保   献血協力事業所の見直しを効率化を図る  20社以上   

2  休眠献血団体・企業への働きかけ   現在休眠献血車某所の過去における実績  
を検討し、今後の献血協力を依頼する   

3   優良企業・団休の年複数回の献血実施  優良事業所の献血実施時期を検討し、年  
問における運行回数の見直しを図る   

4 優良企業・団体への配車台数の増車  優良事業所の献血実績を検討し、鮮血実  
施時における運行台数の見直しを図る   

（∋複数回献血者確保対策  

α  具体的対策（琴早名） 対1ごト象 平成22年鹿骨標（数値）   

ロ  メールによる協力要請  複数回献血クラブ会員  応諾数10qO人以上   

2  ハガキ▲電話による要請  前回400mL献血経験者  応諾数1000人以上   

田  会員募集用リーフレットの作成  400mL献血者と成分献血者  60000枚配布予定  



④その他の具休的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

凍体的対衰（白 針∴象 平成2強度目標（薮値） 

口  登録成分要請ダイレクトMの発送  成分献血未経験者で可能者   固定施設で500人確保する   

2  複数回成分献血者の確保（成分献血キヤ ペ 固定施設で年間5qO人を定期化を依頬する   
ン→ン等の実施）  
3  原料血祭確保のための成分献血確保   55歳以上の成分献血経験者   固定施設で200以上とする   

ルームの献血者確保（ルーム限定イベント  1日平均50名を確保   
4．   等に実施）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  茨城県赤十字血液センター  

兵体吋知和額名） 計こ身 平成22年度目嶺（数値）   

l  セミナー等の開催   高校・短大・大学生   3回…5回実施   

2  若年層キャンペーンの実施   高校・短大・大学生   2回γ3回実施 参加者500名 献血者150名   

3  夏休み親子教室の実施 小学生   3回～5回実施   

②献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

年的策（頬白各巨  対ノこ・；＝象  車庫≠強度目嶺（鱒嘩）   

口  メール仁よる献血要請   複数回献血クラブの登録者   応諾音数 5．000名   

2  ハガキヒよる献血依頼   献血可能者   応諾率 20％   

3  企業及び団体の年間実施回数の増加  年1回～2回実施の事業所及び団体   5～10ケ所   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  栃大県木十字血液センター  

ぬ   具体的対策（項声名）   対 象  平成22年度目操（数値）   

l  高等学校献血の実施   16～18歳の高校生   協力者8，000人以上   

田  大学・短大・専門学校等献血の実施  18～22歳の学生   協力者8，000人以上   

3  青少年等献血ふれあい事業■若年者献血セミナーの開催  小中高生から30代未満の若年者  

②献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

Nα   具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）500人   

はがきによる献血依根   前回献血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）500人   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

．   車体的如東（東自適） 対＝象 平鹿22毎度目標（数値）   

ハガキ・メールによる献血依頼   400m憶た血可能者   上記（∋複数回献血者確保対策に含む。   

2  400m情夫血推進キャンペーン   400血l献血可能者   全血400ml献血比率76．0％   

3  高等学校献血における400mt推進   400ml献血可能者   高等学校献血時の400ml献血率今年度比3％増   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  群馬県 赤十字血 液センタて  

・ 体的対奉（額弓釦 対‡∴∴象   平成22年  度巨標（数値）   

口  夏休み親子休験教室   小学生・中学生   50名  

サッカーJ2ザスパ草津・三洋電機ワイルド  500名以上  
2．   ナイツと連携し献血PR活動の実施   

3  献血セミナーの開催   専門学校・短大・大学生り卜中学生  2回開催 参加者  1000人   

学生献血ボランティアによるイベントの実  500名以上  

4   施（クリスマス献血・サマー献血等）   

（訂献血協賛企業推進対策  

（9複数回献血者確保対策  

周年対策碑単車） 対十重   平成22年車目標（数値）   

ロ  はがきによる献血依頼  前回採血から一定期間未献血者  応諾者数（実協力者数）12000人以上   

2  メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）2000人以上   

リラクゼーションの実施（健康相談）  メール会員   
3  

2月22日～3月19日の平目で実施（平  
均50人以上）  



平成22年度献血こより受■入れる血液の目榛量を確保するために必要と思われる具休的措直   

①若年層献血者確保対策  捺玉県赤十字血液センター  

奉凍的率韓碑輯i ＝※泉 ．  盲iミ ≡ ■＝ ぅ・≡   

口  献血出前   塵  ′ト学生、中学生、高校生、その他学生  参加者3，000人   

2  親子ふれあい献血キャンペーン  幼児、児童と父親、母親   子供達の参加400人   

3  献血フオ⊥ラム  若年層   参加者500人   

4  入学おめでとう献血啓発カード  新高校1年生 高校1年生67．000人   

5  卒業献血キャシベーン  高校曳年生 参加者500人   

6 若年層   3会場で500名の献血協力   

7  県・市町村・血液センター3者による高校 訪問     献血未実施高疲   高校生献血14J叩0人   

（a献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対革  

草体鱒鱒郵寧日串）  対象 平成軍2年度目操（数嘩） 

l  メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員 会員数30．qOO人   

2  八ガキによる献血依頼  献血要請依頬可能者  
（前回採血から一定期間未献血者）  

応諾書20．000人以上   

3  県・市町村・血液センター3者の企業訪問      年1回実施の企業および団体  10団体   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

早年鱒野草坤芦冬） 対：象 平成22年度目標（数値）   

l  400mし献血者増加のための推進用資材 の  400mL献血可能者に配布  
①400mL献血の基準を満たしている方の98％以上力  

作成  
ら400mし献血をいただく。  

（∋400mL献血比率を80％とする。   

葉書等にて60歳～64歳の間に献血未実  
2   施の方に、400mL献血協力を依頼し、  1000名の400mL献血者増   
69歳までの献血再来推進   

、‾‾ ‾  ■‾1■   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  千糊二  

旭 l真確約対策（即釦   対 象   平成22年度目標（数値）   

新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施及び献血協力企業、会場周辺  
企業など   

田  臨時献血要請可能な企業の確保   通常献血に加え臨時に献血依板可能な企  
堂   

3複数回献血者確保対策   

具体的対策（目名）   対 象   平成22年摩目標（数値）   

l  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾音数 延べ   900人   

2  はがきによる献血依頼   前回献血から一定期間未献血者   応諾音数 延べ 25，000人   

3  メールによる情報配信   複数回献血クラブ会員   年6回以上   

4  新規複数回献血クラブ会員募集  
士．．ゎ、ノペー、ノ   

血者   新規会員数  乙000人   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  京都 赤十字血液センター  

二   草体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目操（数値）   

口  ラクロス献血協力者に対する複数回依頼  短大・大学生   700人対象   

2  大学・短大献血の増回・増班   大学・短期大学生   大学献血の稼動日数を延べ15日増加   

3  新採血基準を見据えた高校献血の実施  高校   献血団体として5団体増加   

4  グループ献血、ペア献血   16歳以上の学生   約25．000人   

5  はがきによる献血依額   18～29歳の400mL献血可能者   協力者数20．000人以上   

6  環境整備及びイベントの実施   16～29歳の献血者   
環境整備後の固定施設を中心とし、各施設等において  
協力対象者を3％増加   

（∋献血協賛企業推進対策  

兵体対昭早名）   ☆二・頂上   平成22年度目標（数値）   

口  新規献血団体の確保（ライオンズクラブとの連   献血未実施団体   
挨等）  

50団体   

2  新規協力企業の確保   献血会場周辺の新規協力企業   50団休   

50団体   

3  掘起し・増回企業・団体の確保（ライオンズク ラブとの連携筈）  献血中断・年1回実施の企業・団休  

（∋複数回献血者確保対策   

｝   轟体時平郵項目名）   対象  平成22年廣目標（数値）   

口  400m働血サポーター募集   原則通年・400ml献血した献血者の再来を勧奨する。  400m牒血者の60％を目標   

2  メールによる献血要請   複数回献血クラブ（携帯メールクラブ）会員   応諾書数（実協力者数）40▲000人以上   

3  はがきによる献血依頼（全血・成分）   前回献血ルームでの献血から一定期間未献血者   応諾音数（実協力者数）30，000人以上   

4  はがき1；よる献血依頼（渉外支援）   前回同移動採血会場に畢所した献血者への依板   応諾音数（実協力者数）42，000人以上  



④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  神奈川県東＋辛血液センター  

17才からの400mL鮮血の実施について国会承認が降り次  
口  17才からの400mL献血キャンペーン   牢内高等学校の17才以上の男子生徒を中 心に血る 高校献を実施す。  若年層の献血協力峯が向上する   
中・高生の献血協力率の向上を図るため、血  県を通じ、県下の中学校及び高等学校に募  
2     集を呼びか実施する。   平日に10回実施する   
をする。  
当センターでは」リーグ横浜Fマリノスの支援を  県民はもとより、横浜トマリのフアンやサボー  横浜F・マリノスのエンブレムで装飾した天幕を、マリノスのホー  

いただき、ホームタウンの横浜市内で行われ  ターの中でも特に若年層を対象とする。   ムタウンである横浜市内の街頭献血会場に設置することによ  
る献血会場に赤十字と球団のキンプレムを配  り、若年献血者の確保をはかる。   

3                 した天幕を設置し、球団旗で装飾をしたり、献  
血協力者には選手のサイン色紙や各種グッ  
ズを記念品として提供いただく等、球団と共  
同してPR活動を実施する。  

横浜駅東口献血ルームでは、Jリーグ横浜F  
マリノスに支援をいただき、ルーム内に選手の  

讐芳㍊㌫窟諾臥若年層のサボ‾タ‾  
サイン入りユニホームを展示したり、ルームの  

●   

4     入口やルーム内をマスコットキャラクターのス  同上 

テツカー等で装飾することにより、フアンやサ  
ポーターの献血への協力を募る。   

横浜F・マリノスのホームでの試合開催や、フアン感謝デー等  
Jリーグ横浜F・マリノスの公式戦やフアン感謝  甲イベント開催時に配車。（平成21年度実績1回）   
デ【等に移動採血車を配車し、球団エンプレ  
ムを配した天幕を球団旗等装飾するほか、マ  

5     リノスのマスコットキャラクターとけんけつちゃ  
同上  

んによる広報応接を行い、フアンやサボー  
ターの献血への協力を募る。  

県民はもとより、川崎フロンターレのフアンやサ  川崎フロンターレのエンブレムで装飾した天幕をフロンターレの  
当センターでは」リーグ川崎フロンターレに支  
援をいただき、■ホームタウンの川崎市内で行  
われる献血会場に赤十字と球団のエンプレ  

り、若年献血者の確保をはかる。   

6     ムを配した天幕を設置し、球団旗で装飾をし  
たり、献血協力者には選手のブロマイド等各  
種グッズを記念品として提供いただく等、球団  
と共同してPR活動を実施する。  

1   



かわさき献血ルームでは、Jリーグ川崎フロン  
川崎フロンターレのチームカラーで装飾し、若年層のサボー  

ターレに支援をいただき、ルーム内に選手の  
ターやフアンの献血者の確保をはかる。   

サイン入リユニホuムを展示したり、ルームの  
7     入口やルーム内をマスコットキャラクターのス  同上  

テツカー等で装飾することにより、フアンやサ  
ポ」ターの献血への協力を募る。  

川崎フロンターレのホームでの試合開催や、フアン感謝デー等  
Jリーグ川崎フロンターレの公式戦やフアン感  のイベント開催時に配車。   
謝デー等に移動採血車を配車し、球団エン  
プレムを配した天幕を球団旗等で装飾するほ  

8     か、フロンターレのマスコットキャラクターとけ  同上  

んけつちやんによる広報応接を行い、フアンや  
サポーターの献血への協力を募る。  

当センターでは」リーグ湘南ベルマーレに支  県民はもとより、湘南ベルマーレのフアンやサ  湘南ベルマーレのエンブレムで装飾した天幕をベルマーレの  
援をいただき、ホームタウンの平塚市を中心  ポ岬夕鵬の中でも特に若年層を対象とする。  ホームタウンである湘南地域の献血会場に設置することによ  

に湘南地区で行われる献血会場に赤十字と  り、若年献血者の確保をはかる。   
球団のエンブレムを配した天幕を設置し、球  

9                  団旗で装飾をしたり、献血協力者には選手の  
サイン色紙や各種グッズを記念品として提供  
いただく等、球団と共同してPR活動を実施す  
る。  

藤沢献血ルームでは、Jリーグ湘南ベルマー  湘南ベルマーレのチームカラーで装飾し、若年層のサボ“  

レの支援をいただき、ル【ム内に選手のサイ  ターやフアンの献血者の確保をはかる。   

ン入りユニホームを展示したり、ルームの入  
10     口やルーム内をマスコットキャラクターのス  

同上  

テツカー等で装飾することにより、フアンやサ  
ポーターの献血への協力を募る。  

湘南ベルマーレのホームでの試合開催や、フアン感謝デ【等  
Jリーグ湘南ベルマーレの公式戦やフアン感  のイベント開催時に配車。   
謝デー等に移動採血車を配車し、球団エン  

皿    プレムを配した天幕を球団旗等で装飾するほ  
か、ベルマーレのマスコットキャラクターとけん  同上  

けつちやんによる広報応援を‘行い、フアンや 
サボ一夕】の献血への協力を募る。  

－
阜
N
－
 
 

当センターではプロ野球横浜ベイスターズに  県民はもとより、横浜ベイスターズのフアンや  横浜ベイスターズのエンブレムで装飾した天幕を、ホームタウ  
支援をいただき、ホームタウンの横浜関内駅  サポーターの中でも特に若年層を対象とす  ンである横浜関内駅周辺の献血会場に設置することにより、  
周辺や桜木町駅周辺で行われる献血会場に  る。   若年層の献血者の確保をはかる。（平成21年度配車実績16  

12                       赤十字と球団のエンブレムを配した天幕を設  回）   

置し、球団旗で装飾をしたり、献血協力者に  
は選手のサイン色紙や公式試合球等のグッ  
ズを記念品として提供いただ〈等、球団と共  
同してPR活動を実施する（  

横浜駅西口献血ル…ムでは、横浜ベイス   横浜ベイスターズのチームカラーで装飾し、若年層のサボー  
タTズに支援をいただき、ルーム内に選手の  ターやフアンの献血者の確保をはかる。   
サイン入りユニホームやワールドベースボー  

ルクラシックに日本代表として参加した村田  
13  同上  
阜を展示したり、ルームの入口には村田、内  
川両選手の等身大ポスターやマスコットキヤ  
ラクタ「のステッカー等で装飾しフアンやサ  
ポーターの献血への協力を募る。  

プロ野球横浜ベイスターズの公式戦やフアン   ホームでの試合開催や、フアン感謝デー等のイベント開催時に  
感謝デー等に移動採血車を配車し、球団エ  配車。（平成21年度配車実績1回、2台、400mし献血者132  
ンプレムを配した天幕を球団旗等で装飾する  名）   

ほか、献血協力者には選手のサイン色紙や  
14  
し提供いただき配布する。また、ベイスターズ  同上  
のマスコットキャラクターやチアガール「ディ  

アーナ」とけんけつちやんによる広報応援を行  
い、フアンやサポーターの献血への協力を募  
る。  

夏休み期間1回10名で40回400名（平成21年虔参加実績  
将来の献血協力者である小学生と保護者の 方々に血液について知識や献血について  

田   の 理解を深めるたの「小生夏休み子  
ゆ学親献 血教室」を開催する 

。   

「献血の絵ポスター展」を開催するため、県下  
県内の小・中学校200校からの応募。（平成20年度参加実績  

の小・中学校に作品を制作を依頼すると伴 に 
169校、平成21年度参加実績195校）  

16    、優秀・作品を掲載したカレンダーを作成し、 作品を出してくれた児童 
・生徒や街頭や企業  

で献血に協力いただいた方へ配布する。   
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